









本論文の目的は、複数の属性から構成される指標、「フォールトライン」（Lau & Murnighan, 1998）が、
集団プロセスと集団成果に与える影響を明らかにすることである。フォールトラインとは、「ひとつのグルー










ンの測定方法は、複数存在している（Thatcher & Patel, 2012）。先行研究ごとに、用いられるフォールトラ











間の対立が集団成果低下につながると主張する（たとえば、Flache & Mäs, 2008 ; Rico, Sánchez-Manzanares, 




であると主張する（Ellis et al., 2013; Homan, van Knippenberg, Van Kleef, & De Dreu, 2007b; van
Knippenberg, Dawson, West, & Homan, 2011）。プラス論者によれば、勤続年数や専攻分野、専門性など、タ
スクと関連のある属性に基づくフォールトラインが強まると、タスクに関連したサブグループが作られ、その
結果サブグループ間での、タスクをめぐるコンフリクトが活性化し、業務の質が向上すると論じている（Choi










2010; Van der Kamp, Tjemkes, & Jehn, 2012）。その理由として考えられるのは、フォールトラインとサブ
グループが、同義のようにとらえられてきたことである。しかしながら、客観指標であるフォールトラインが









して集団成果に影響を与えることを示している（Li & Hambrick, 2005; Meyer & Glenz, 2013; Thatcher, Jehn,
& Zanutto, 2003）。しかしながら、サブグループ化を実際に測定し、コンフリクトとの関係を検討している
研究は非常に少ない（たとえば、Chiu & Staples, 2013; Jehn & Bezrukova, 2010）。また、フォールトライ
ンによって生まれたサブグループが、どのような種類のコンフリクトに影響するのか（Thatcher & Patel, 2014）、
その結果、どのような集団成果に影響するのかといった、顕現化後のプロセスにも、明らかになっていない部
分が多い（De Dreu & Weingart, 2013; Thatcher & Patel, 2014）。特に、サブグループ化が影響するコンフ








































































































































っているのが看護職であり、日本に限らず看護職の多様化は高い学術的関心を集めている（Xue & Brewer, 2014）。
多様性研究においては、集団内の個人が持つ、複数の属性が、集団をサブグループに分断するという、「フォ
ールトライン」（Lau & Murnighan, 1998）という概念が、注目を集めている。先行研究では、フォールトラ
インが強まることで、集団成果に影響を与えることが示されているが、そのプロセスは明らかになっていない










きる傾向があるかという、サブグループの類型を明らかにした。Harrison & Klein （2007）の多様性三類型
と、Carton & Cummings（2012）の分類を軸に論じた。まず、Harrison & Klein (2007)は、多様性という観点
で、ある集団の姿を見るとき、Separation（距離）、Variety（種類）、Disparity（格差）の三軸で見ること

























が、無条件にパフォーマンスに影響を与えるわけではない（Lau & Murnighan, 1998）。フォールトラインに
よって分けられたサブグループは、実際にサブグループとして「知覚」されることで、集団プロセスに影響を
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